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スティーブンスの4尺度

名称 例
数字の

順序関係

数時間が

等間隔

ゼロが

絶対基準

平

均

値

中

央

値

最

頻

時

交換

名義尺度

①性別の回答

女性＝1、男性＝2、

②出身地

大阪府＝1、兵庫県＝2・・・

× × × × × ○

定量的

データ

に交換

　×

順序尺度

1.非常にそう思う、2.そう思う、3.ど

ちらともいえない、4.そう思わない、

5.まったくそう思わない

○ × × × ○ ○

定量的

データ

に交換

　×

間隔尺度

①生まれ年、②温度

（○○倍いくらかの意味をもっとい

う根拠がない）

○ ○ × × ○ ○

定量的

データ

に交換

　○

比率尺度

①体重、②人数

（数字と数字の比が意味を持つ

ex:80kgの人は40kgの人の2

倍）

○ ○ ○ ○ ○ ○

定量的

データ

に交換

　○

ゴールドの四類型　　　観察者として存在するうえでの観察対象とするフィールドとのかかわりかた

観察法

参与観察法

●　観察対象とするフィールドの中で、観察対象とともに生活しながらデータ収集。

●　フィールドで観察対象となる人々と同じ経験をすることで、直接的に情報を得る。

●　とくに形式を定められていない観察中/後メモ（フィールドノーツ）を基に、詳細な記録

非参与観察法

●　観察者が観察対象の活動に参加せずに客観的な観察

●　ワンウェイミラー、ビデオカメラ等で観察対象の行動を記録（事前に説明、同意が不可欠）

●　記録媒体の存在を意識することで、観察対象の行動が普段と異なる可能性あり。

(量的調査の観察）

●　観察する事項、場面、時間、記録方式などが標準化された観察記録の蓄積が可能な、明確な評価基

準や一定の記録用の形式を準備する必要あり。

　　  例）対象者の「喜び」を評価する基準として、「喜ぶ行動が見られたら１点」

観察者としての参与者
●　観察者の目的が観察対象のグループに明らかにされている。

●　観察対象のグループに加わりながら観察を行う。

参与者としての観察者 ●観察者の目的を明らかにしたうえで、個別訪問面接調査のような一時的、表面的な参与を行う。

完全な観察者 ●観察対象から距離をおき、直接接触することなく、ビデオ撮影や観察窓から観察をおこなう。

＜測定尺度＞

定

性

的

デ

ー

タ

定

量

的

デ

ー

タ

＜観察＞

完全な参与者
●　観察者が自分の目的を隠して観察対象のグループに加わる場合を指す。

●　冷静な観察が困難、研究倫理的にも問題を含む。
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